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平成２６年度 運輸技術交流会

線路設備改良効果の線路設備改良効果の線路設備改良効果の線路設備改良効果の

評価手法評価手法評価手法評価手法
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折り返し設備の新設効果
�運転中断中の輸送確保（不通区間以外）

�折り返し設備を新設⇒不通区間以外の折り返し運転が可能
�どの駅に折り返し設備を新設するのが良いか？
�新設の必要性・優先順序に関し，客観的な根拠の数値客観的な根拠の数値客観的な根拠の数値客観的な根拠の数値があるのが望ましい
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Ｄ～Ｇ駅間で輸送障害発生時，Ａ～Ｄ駅間を輸送確保新設案α：Ｄ駅に新設

Ａ駅 Ｂ駅 Ｃ駅 Ｄ駅 Ｅ駅 Ｆ駅 Ｇ駅
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一時的な折り返し運転 運転見合わせ

Ａ駅 Ｂ駅 Ｃ駅 Ｄ駅 Ｅ駅 Ｆ駅 Ｇ駅

新設

一時的な折り返し運転 運転見合わせ

新設案β：Ｅ駅に新設

Ａ駅 Ｂ駅 Ｃ駅 Ｄ駅 Ｅ駅 Ｆ駅 Ｇ駅

新設

Ｅ～Ｇ駅間で輸送障害発生時，Ａ～Ｅ駅間を輸送確保

解決すべき課題とアプローチ

�輸送障害時の列車運行と旅客行動を，どのようにし
て詳細に予測するのか？
�列車運行・旅客行動シミュレータを利用

�複数の折り返し設備新設計画同士を比較するため
に，どのような評価手法が適切か？
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に，どのような評価手法が適切か？
�不効用値（※）の使用

�想定すべき輸送障害のバリエーション

様々な発生頻度，不通箇所，発生時刻の輸送障害
を，どのように想定，取り扱うか？
�過去の輸送障害データベース，輸送障害頻度を利用

�輸送障害シナリオを確率的に多数作成

評価手順
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運転整理方針

運転整理方針

運転整理案作成

（新設前）

各シナリオ

不効用値

不効用値

期待値（新設前）

比較
折り返し設備の新設前

様々な

輸送障害

シナリオ

列車運行・

旅客行動

シミュレータ

折り返し設備の新設後

運転整理案作成

各シナリオ

不効用値

輸送障害

統計データ

列車運行・

旅客行動

発生時刻

支障箇所
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運転整理案作成

（新設後）

各シナリオ

不効用値

不効用値

期待値（新設後）

旅客行動

シミュレータ

① 輸送障害統計データに基づく輸送障害シナリオの多数作成

② 運転整理方針に基づく整理案の自動想定

③ 列車運行・旅客行動シミュレータによる利用者の行動推定

④ 不効用値の期待値による評価

特徴：確率的シミュレーションと，リスク評価の手法を利用

支障箇所

等が異なる

輸送障害シナリオの作成，運転整理案の想定
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シナリオ1

13:05～14:10に

Ａ駅で発生

シナリオ2

10:05～11:30に

Ｄ駅で発生

シナリオ3

13:52～14:30に

Ｆ駅で発生

輸送障害シナリオを多数作成輸送障害シナリオを多数作成輸送障害シナリオを多数作成輸送障害シナリオを多数作成

様々な発生箇所，時刻等のシナリオを，過去の発生頻度を考慮し確率的に作成

①統計データに基づく輸送障害シナリオの作成

過去の

輸送障害ＤＢ
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②運転整理方針に基づく，運転整理案の自動想定

【運転整理方針】

Ｂ～Ｄ駅間で輸送障害時

・快速列車を運休

・普通列車はＢ，Ｄ駅で折り返し運転

方針に従う運転整理案を自動想定方針に従う運転整理案を自動想定方針に従う運転整理案を自動想定方針に従う運転整理案を自動想定

Ａ駅

Ｂ駅

Ｃ駅

Ｄ駅

Ｅ駅

快速（青線）

運休

普通（黒線）

折り返し運転

輸送障害

不通

列車運行・旅客行動シミュレータ
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D駅→A駅 

 

C駅→A駅 

 

B駅→A駅 

 

D駅→B駅 

 

C駅→B駅 

 

A駅→B駅 

 

 

7:00-8:00

A駅発 10人

7:00-8:00

C駅発 35人

運転整理案ダイヤ

きっぷの情報

A駅

B駅

D駅

利用者Ｘ

A駅 B駅

自動改札

③列車運行・旅客行動シミュレータによる利用者の行動推定
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・・・

・・・ ・・・

各利用者の

利用列車推定

時間帯別OD

（利用者の乗車駅、降車駅、利用時間帯のデータ）

A駅

B駅

B駅

C駅

D駅

列車Ｐ

列車Ｑ

列車Ｒ

・所要時間：10分

・待ち時間：5分

・乗換：0回

・所要時間：20分

・待ち時間：3分

・乗換：1回

C駅

時刻

利用者Ｘ

利用者Ｙ

利用者Ｙ

体験輸送
サービス
を推定

評価に
使用
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折り返し設備に対する評価尺度
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�不効用値：各利用者が体験した輸送サービス（混雑度，乗換回数，
待ち時間，乗車時間）を集約。

④不効用値の期待値による評価

不効用値不効用値不効用値不効用値＝＝＝＝乗車時間乗車時間乗車時間乗車時間＋＋＋＋αααα××××待ち時間待ち時間待ち時間待ち時間＋＋＋＋ββββ××××乗換回数乗換回数乗換回数乗換回数＋＋＋＋γγγγ××××混雑度混雑度混雑度混雑度
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�各シナリオの発生確率を乗じ，不効用値の期待値を計算，比較

各シナリオでの

不効用値

不効用値不効用値

不効用値

各設備条件下での

利用者不効用値

期待値

各輸送障害シナリオ

の発生確率

発生確率発生確率

発生確率

＝ ×Σ

現行設備での

不効用値期待値

新設案を

実施する効果

新設案を実施後の

不効用値期待値

＝ －

各シナリオ

提案手法の特徴
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AAAA駅駅駅駅他
社

線

迂回経路

利用者の推定

輸送障害自体

の発生頻度

利用者集中

による停車

従来手法での

考慮項目

提案手法での

考慮項目

運転整理ダイヤ，各利用者の列車乗継（他路線迂回含む）を
考慮した，詳細かつ定量的な評価が可能

D駅に新設し，A～D駅間の障害時に

A駅以北，D駅以南を輸送確保

Railway Technical Research Institute

Railway Technical Research InstituteRailway Technical Research Institute

Railway Technical Research InstituteRailway Technical Research Institute

Railway Technical Research InstituteRailway Technical Research Institute

Railway Technical Research Institute

BBBB駅駅駅駅

DDDD駅駅駅駅

EEEE駅駅駅駅

折り返し新設

折り返し新設折り返し新設

折り返し新設

CCCC駅駅駅駅

他
社

線
・
迂

回
経

路

の発生頻度

輸送障害時の

運転整理ダイヤ

による停車

時間増加

各駅間利用

者数（ＯＤ）

各利用者の利便性

F駅発→A駅着

所要50分，待ち20分

乗換1回，混雑100%

運転可能

区間

折返し設備

使用ケース

折り返し設備の評価例：新設案α，βの比較
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Ｂ

駅

Ｃ

駅

案α

Ｄ

駅

Ｅ

駅

Ｆ

駅

Ｇ

駅

Ｈ

駅

Ｉ

駅

Ｊ

駅

Ｑ

駅

Ａ

駅

Ｒ

駅

他社線

折り返し運転

折り返し区間拡大

Ｄ，Ｅ駅に折り返し新設

案β
Ｌ駅に折り返し新設

新設効果を発揮する輸送障害区間（輸送障害発生確率：2.55%）

⇒この間の輸送障害シナリオを確率的に多数想定

新設 新設

折り返し運転
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Ｂ

駅

Ｃ

駅

案β

Ｊ

駅

Ｋ

駅

Ｌ

駅

Ｍ

駅

Ｎ

駅

Ｏ

駅

Ｐ

駅

Ｑ

駅

Ａ

駅

Ｒ

駅

他社線

折り返し運転

折り返し

区間拡大

Ｌ駅に折り返し新設

折り返し

運転

新設効果を発揮する輸送障害区間（輸送障害発生確率：1.37%）

⇒この間の輸送障害シナリオを確率的に多数想定

新設

案α 評価値
864,572 （人・秒）

案β 評価値
106,201（人・秒）

評価結果の例

※左記の利便性評価と，施工・維持コスト等
をあわせ，事業者内で総合的に判断

事業者等での活用形態

�コンサルティング形式

�分析に必要なデータ等のご提供（またはご貸与）

�鉄道総研内で評価作業を実施し，結果をご報告

�ご提供データ，分析内容の詳細等は，事前打合せで
相談
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相談

ご依頼元（事業者等）ご依頼元（事業者等）ご依頼元（事業者等）ご依頼元（事業者等）

分析に必要な分析に必要な分析に必要な分析に必要な

データ等データ等データ等データ等

鉄道総研鉄道総研鉄道総研鉄道総研

データデータデータデータ

変換変換変換変換・・・・作成作成作成作成
分析分析分析分析

作業作業作業作業分析結果分析結果分析結果分析結果

報告書報告書報告書報告書

結果整理結果整理結果整理結果整理

報告書作成報告書作成報告書作成報告書作成

分析分析分析分析

ツールツールツールツール

打合せ，ご提供

ご報告

評価に必要な情報，データ

�評価対象の設備改良計画に関する情報

�過去の輸送障害発生状況に関する情報

�対象路線，区間別。１年あたり等の統計データも可。

※鉄道技術推進センター「鉄道安全データベース」の使用も可能

�運転整理方針に関する情報（改良前，後）
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�運転整理方針に関する情報（改良前，後）

�輸送障害の発生箇所毎に，どの列車種別をどこで折り返し運
転するか，を定めた情報

�計画ダイヤデータ，線路配線図（改良前，後）

�利用者ＯＤデータ（自動改札機等）

まとめ，今後の展開
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折り返し設備の新設効果を定量的に評価する手法を構築

�輸送障害シーンに特徴的な要素を考慮した詳細な評価

�輸送障害の発生頻度，様々な時刻，場所，支障時間

�運転整理ダイヤによる利用者の利便性の変化

�他社線迂回等の，利用者の詳細な行動

�折り返し設備の「新設」以外にも，配線形状変更，撤去
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�折り返し設備の「新設」以外にも，配線形状変更，撤去

等の設備改良計画にも適用可能

�今後の展開

�相互直通運転路線等，複雑な路線形状，ダイヤへの適用

�提案手法を活用した，他の輸送安定性向上施策の評価

例) ホーム柵設置による輸送安定性向上度合いの定量化


